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▲ハワイH-POWER見学の様子

毎年度、1・2年生を主な対象として、様々なエネルギー関連施設を訪問する現場演習を

実施しています。今年度は2017年11月8日（水）に北海道、2018年2月26日（月）−3月2日（金）に

ハワイを訪問しました。

北海道演習（1年生5名、2年生3名が参加）：パ

リ協定の実現に資する日本最大規模の実証実

験の現場である苫小牧CCS（Carbon dioxide 

Capture and Storage）実証試験センタ―、再

生可能エネルギーの本格導入に向けた北海道電

力南早来変電所 大型蓄電システム実証事業、さ

らにソフトバンク苫東安平メガソーラーを訪問

しました。技術動向や課題について学ぶだけで

なく、本学卒の若手社員からキャリアパスにつ

いても語って頂き、学生へエールが送られました。訪問した学生からは、コア技術の要素だけではなく設備

全体としてのシステム、エネルギー効率やコストを考えなければいけないことに気づいた、自身の研究的知

見から考察を深めてみた、という内容のレポートがありました。

ハワイ演習（1年生5名、2年生1名、4年生1名が参加）：ハワイでは積極的に再生可能エネルギーの導入

が進められています。本演習は学生が主体となって訪問先を検討・調整し、実現しました。ハワイ大学マ

ノア校の樽井礼先生からエネルギー・資源経済の講義を受け、ハワイ通商消費者局消費者部門（Division of  

Consumer Advocacy， 

Department of Commerce and 

Consumer Affairs）では、ハワイの電力政策

についての説明を受けました。また、その政策を受けたハ

ワイ電力の事業

について説明を受け、さら

に廃棄物発電施設H-POWERとメガソー

ラー施設Kalaeloa Solar Twoを訪問しました。参

加した学生のレポートには、日本の課題との比較をし

た上で、自身の専門領域のみならず、本演習をきっか

けとして調査した内容も含めた解決策の提案がありま

した。また、政策的な話題についても積極的に質問し

て新しい知見を得たり、受入・説明くださった方の熱

心な姿に感銘を受けた学生もいたようです。
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学生の活動　  （企業との連携）

本プログラムへご支援をいただいている三菱商事様との交流会を日本橋キャンパスにて開催しました。

国際機関やグローバルに事業展開する企業において活躍する人材を育成し、エネルギー・環境・次世代社会

の実現に向けた研究を行う一貫制博士課程に在学す

る学生に対して、三菱商事様から寄附をいただき、

本学において「一貫制博士学費支援奨学金」を設定し

ています。本プログラム生も過去3年度に渡りのべ

21名が受給しています。今回の交流会には、本プ

ログラムから4名と実体情報学博士プログラムから

1名が参加し、研究活動報告を行いました。また、

三菱商事様の理念・多様な社会貢献に関する取り組

みなどをご紹介いただき、活発な意見交換も行われ、

有意義な会となりました。

本プログラム生5名が参加しました。参加企業によるショートセミナーを

聞き、ポスターセッションで自らの研究成果を紹介したのち、各企業ブース

にて人事担当者、先輩社員の方々と交流しました。企業が博士人材に何を求

めているのかを知り、今後のキャリア形成を考える貴重な機会となりました。

講師に株式会社アイデミーの石川聡彦氏を

招き、プログラミング演習用仮想環境とオリ

ジナル学習コンテンツを使用した、演習形式

による実践重視のデータサイエンス講義を実

施しました。本プログラムからは12名の学生

が受講し、プログラミングの基礎から機械学

習・ディープラーニング応用までを実践的に学

ぶ非常に有意義な機会となりました。

JXTGエネルギー株式会社 五十嵐仁一 取締役 常務執行役員の講演会「イノベーションを

担う大学人材への期待」第2回を開催しました。昨年7月21日の第1回ご講演に続き、研究者、

研究開発マネジメント、経営というさまざまな立場から研究開発に関わられているご経歴

から、石油をはじめエネルギーに関する話題を中心に、企業経営や戦略、研究開発の目的

など、企業としてのイノベーション

創出に関する興味深いお話をお聞き

しました。

学生からの積極的な質問に対して

も丁寧にお答えいただき、また時に

一緒に考えてくださり、本プログラ

ム学生にとってエネルギー問題に関

わる企業の在り方、役割を学ぶ貴重

な機会になりました。

三菱商事株式会社との交流会

キャリアデザインカンファレンス2017秋（共催） 人工知能プログラミング特化型セミナー（共催）

JXTGエネルギー講演会（第2回）
2017年12月12日（火）　日本橋キャンパス（COREDO日本橋5階）

2017年11月9日（木）　西早稲田キャンパス63号館2階03-05室 2017年12月29日（金）、30日（土）、2018年1月4日（木）、5日（金）　WASEDA共創館

2018年1月12日（金）　西早稲田キャンパス63号館2階03室
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【参加企業】
旭化成、住友化学、ホンダ・リサーチ・インスティチュート・ジャパン、テルモ、
PwCコンサルティング、東レ、IBM、新日鐵住金、JT、日本電気（NEC）、東京
電力ホールディングス、三菱マテリアル、産学協働イノベーション人材育成協議
会など、計13社
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エネルギーの現場を知る

▲丁寧かつ熱心にお話くださる五十嵐取締役

▲奨学金受給者と三菱商事広報部社会貢献チーム マネー
ジャーの安川彩様と小川向日葵様（前列左から3、4人目）、
同行の朝日透教授（後列）

▲セミナーの様子
▲ポスターを用いて、自己アピー
ルするリーディング生の様子


